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‌取 組 の 背 景
福山一の繁華街としての再生活動に挑戦

商店街実態調査（平成 20 年実施）の結果や地域
住民向けのコミュニティに関わるニーズ調査（平成
23 年実施）、組合員意識調査（平成 23 年実施）の
結果を分析したところ、「アーケードが薄暗くて雰囲
気が悪い」「趣味を楽しむ、世代間交流、住民参加等
の場所がない」といった意見があることや、「健康、
美容、子育て、教育等」に高い関心があることが判
明した。また、組合員としては、「後継者不足、業種・
業態の変化への対応の困難さ」が課題となっており、
外商に力を入れる反面組合活動に消極的になってい
ることが判明した。

しかし一方で、「本通りはまだやれる」「本通りは
福山一の繁華街」という声も予想以上に多かった。
執行部は、これらの声に応えて商店街を再生させる
ためには大きな環境変化が必要だと考えた。商店街
の方針を「自然と歴史、人と文化を大事にし、商業者、
生活者が一体となり、温故知新の精神を共有して環
境重視型の商・住空間を創ることにより、事業者の
商業活性化とともに、不動産の有効利用を促進し、
新たな商業者を迎え入れ、商業活性化を目指す」と
決め、再生活動に着手していった。

‌取 組 の 内 容
コミュニティの場づくりとアーケードの再生

まずは、方針のうち「商業者、生活者が一体となり、
温故知新の精神を共有して環境重視型の商・住空間
を創ること」を推進するため、市民の意識を商店街
に向けさせる取組として複数の参加機会創出に取り
組んだ。

イベント事業として、リサイクル市「まちなかえ
ーこと市」、伝統行事復活交流事業「福山とんど」、「食
の祭典」をそれぞれ定期開催。このうち「まちなか
えーこと市」は、のちに常設の市民参加型コミュニ
ティ店舗「まちなか情報室ぜっぴ」へと発展を遂げた。
この店舗には会員制ボックスストアを設置しており、
約 150 人の地域住民（主婦層が中心）が会員とな
っている。この取組が「地域住民による街づくり」
のきっかけとなり、今では地域コミュニティの核と
して賑わいの中心を担っている。

次に、商店街の環境を大きく変化させようと、ア
ーケードの再生計画に着手。株式会社全国商店街支
援センターの支援パートナー派遣事業を活用し、近
隣住民や「まちなか情報室ぜっぴ」の会員、デザイ
ナー、行政などが参加しワークショップ形式でリニ
ューアルの方向性を検討した。その結果、「落ち着い
た大人の街」「四季を感じる快適空間」「コミュニティ」

「ライフスタイル追求型」をコンセプトとした、従来
の概念にとらわれない「樹木と石畳とワイヤー式の
アーケード」の整備を実施した。

さらに、商店街に若者を呼び込むきっかけとして、
福山市立大学の有志と提携し商店街内にまちづくり
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JR 福山駅の東側 500 ｍに位置する買回り型商店街。昭
和 45 年、市の急激な人口増加と大型商業施設の駅前進出
に対応するため商店街振興組合を設立。以来、福山の中心
商店街としての地位を確立してきた。しかし平成に入り、百
貨店出店や郊外型店舗の急増により駅前中心市街地の優位
性は低下、一時は空き店舗率が 30% を超えた。再生方針
として「地域コミュニティの活用」を掲げ、地域交流型施
設や、市民参加型コミュニティ店舗、若者を対象としたコ
ミュニティ施設を次々に開設。平成 26 年には「日光も雨
風も感じるアーケード」にリニューアルをし、空き店舗率も
7.8% にまで改善、新たな賑わいを創出している。
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市民参加型情報発信ステーション「ぜっ
ぴ」の設置、若年層コミュニティハウス

「umbrella」の開設などで、まちづくりの
核ができ、様々な世代の交流が始まりま
した。「ぜっぴ」の運営はマネージャー制
と日替わり店長の全員参加型運営システ
ムを導入しており、「ぜっぴ方式」として
地域ブランド「福山ブランド」にも認定
されました。「ぜっぴ」「umbrella」の関
係者が街並みを活かしたイベントを次々
に実施することで、新たな賑わいが生ま
れ、活性化しています。

福山本通商店街は、福山の商業歴史の
発祥地であり、発展の中心的役割を担っ
てきました。今回の商店街リニューアル
事業は、商店街、設計者、近隣住民がとも
に考え、コンセプト「既存環境を活かし
ながら、福山の新たな都市空間をつくり、
都市生活のにおい、香りを受発信する『備
後のいやし、やさしさを感じる自然豊か
な街区』を創る」のもと、隣接する福山
本通船町商店街と共同で行いました。今
後は「ゆとりある大人の街（深みのある
大人の街、感性の高い街）」を目指します。

商店街活性化への新たな取組福山らしさを発信する商店街

ラボを設置。続いて空き店舗を若者ボランティアと
連 携し てリフォ ー ムし、コ ミュ ニ テ ィハ ウ ス

「umbrella」を開設。これまでは商店街との関わり
が薄かった若者層のコミュニティ施設として機能し
ており、新たな賑わい創出につながっている。

これらのコミュニティの場づくりとアーケードリ
ニューアルを両輪とした新陳代謝の取組により、さ
らなる新規出店者が増え、空き店舗問題の解消も促
進されつつある。今後はエリアとしての発信力をさ
らに高めるため、隣接する 4 商店街との連携強化に
より「福山らしい都市文化」としての魅力創出を目
指している。

‌取 組 の 成 果
地域をあげた取組で相乗効果を高める狙い

平成 25 年の再生事業開始当時、空き店舗は 15
店舗あったが、平成 29 年 6 月時点では 5 店舗まで
減少。現在も空き物件に対し月に数件の問い合わせ

があり、商店街では「平成 31 年に空き店舗 0」を
目標に取組を続けていく。

一方で、歩行者通行量は開始時比 21% 減、商店
街全体の売上高は 11% 増とまだ目標達成には至っ
ておらず、さらなる工夫が求められている。

現在は、近隣商店街やまちづくり NPO、市民活
動家、有識者、行政、団体等による「本通地域活性
化検証委員会」を設置しており、毎年 1 月に前年の
状況について、空き店舗の増減・流動客調査結果・
イベント等の実施状況・組合員や来街者へのヒアリ
ング等の結果を踏まえ検証を実施しているところ。
特に通行量の改善については本通地域を中心として
エリアとしての魅力を発信していくことが重要であ
ると考えており、近隣 4 商店街と「福山駅東地区 4
商店街連携協議会」を発足させ、各々の商店街活性
化情報の発信力強化と相乗効果を高める取組を企画
実行している。

実 施 体 制

再生事業については、組合内に「街づくり事業部」
を設置し、街づくり NPO と連携した運営体制を構
築している。街づくり事業部は全体管理を行い、施
設管理やイベント実施等は NPO が主体的に行って
いる。また、この NPO 内には空き店舗情報の管理・
賃貸支援・行政の支援調整等を行う「空き店舗バン
ク部門」や、中高年齢層の市民コミュニティ推進と

「ぜっぴ」の管理運営を行う「ぜっぴ部門」、若年層
の市民や学生、女性のコミュニティ推進と創業者の
コミュニティ推進支援、イベントの企画実行と

「umbrella」の管理運営を行う「umbrella 部門」の
3 部門を設置。組合は舞台を作り維持する、NPO
はその舞台を利用して市民参加による演出をすると
いう商店街運営の新たな型にトライしている。

「まちなか情報室ぜっぴ」 コミュニティハウス「umbrella」
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